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令和４年度教育委員会不祥事防止の取組の実施状況について 

 

 

 

第１ わいせつ事案の根絶に向けた取組 

注１ 〔  〕は、提言の方策番号 

注２ 下線は、令和４年度より拡充して実施した内容 

 

１ 提言を踏まえた取組（提言の方策１から方策８への対応）（重点取組方針） 

 

（１）教職員に求められる高い倫理感の保持・向上 

ア 教職員の倫理に関する指針の普及【拡充】…〔方策１〕 

教育の専門家としての自覚、意識を高め、教職員としてのアイデンティティを

確立するため、昨年度作成した教職員の倫理に関する指針（以下「指針」）を新任

の教職員等にも配付し、所属研修等において、更なる普及を図った。 

  ■実施内容 

（ア）指針を活用し、全教職員に対する所属研修等を実施 

  （イ）指針の趣旨について、教職員の理解を促す啓発資料等の作成 

   

 

 

 

イ 教職員に対する研修等の充実 

① 映像資料の活用【拡充】…〔方策２〕 

児童・生徒に対応する際の適切な相談、指導のあり方について、具体的な場

面を想定し、前年度作成した映像資料や文部科学省が作成した映像資料等を活

用した研修等を各学校で実施した。 

【映像資料】 

「不祥事を自分事として考える-教職員によるわいせつ事案の根絶に向けて-」 

■実施内容 

（ア）映像資料を活用し、新規採用職員等に対する所属研修等を実施 

（イ）文部科学省作成の児童生徒性暴力等に関する理解を深めるための動画の 

活用 

 

 

 

 

 

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
各学校で「不祥事を自分事として考える」を活用した新規採用職員の研修等を実施した。 
（令和 4年 3月 23日付け通知にて、各学校へ研修等での動画の活用を依頼） 
文部科学省で作成・公表した「児童生徒性暴力等の防止等に関する理解を深めるための

動画」を活用した研修を各学校で実施した。（令和４年６月９日付け通知にて、各学校等
へ研修等での動画の活用を依頼） 

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
毎月発行している不祥事防止職員啓発・点検資料（２月号）において、指針の趣旨や 

内容を解説し、教職員の指針の趣旨等に係る理解の促進を図った。 

※R４年度より拡充等して実施した主な取組を記載 
（所属研修の実施などの従来の取組は継続して実施） 

資料２ 
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② 性被害の影響について理解を深める研修等の実施【拡充】…〔方策３〕 

児童・生徒が受けた性被害による深刻な影響等について、前年度作成した映

像資料を活用しながら、専門家やＮＰＯ団体等の意見や活動も参考にし、教職

員の理解を図った。 

   ■実施内容 

（ア）効果的な研修内容、実施方法を策定 

（イ）専門家やＮＰＯ団体等の意見・活動を参考にした研修内容の工夫改善 

   （ウ）研修用映像資料「教員による子どもへの性加害について考える～子ども 

を守るためにすべきこと～」の全県立学校での研修等での活用 

   （エ）文部科学省作成の児童生徒性暴力等に関する理解を深めるための動画の 

活用（再掲） 

 

 

 

 

 

 

（２）わいせつ事案防止のための校内の環境（システム）の整備 

ア 相談、指導における留意事項の周知徹底【拡充】…〔方策４〕 

児童・生徒との相談、指導において、複数対応を徹底した。 

また、スクールカウンセラー等の専門家との早期の連携や、他教職員との情報

共有等の留意事項を示し、相談、指導における組織的な対応を徹底した。 

■実施内容 

（ア）各学校において、通知に基づく研修を行うなど、全教職員へ徹底 

 （イ）行政事務調査等の場を活用した実地確認・状況聴取 

 （ウ）遵守状況に係る実態把握のためのアンケートを実施 

 

 

 

 

 

 

イ 学校内で不祥事を未然防止・早期発見するための体制づくり【拡充】…〔方策

５〕 

各学校において、不祥事防止等に関する教職員等からの提案や意見を受け付け、

その対応を検討し、必要な取組を実施した。 

■実施内容 

（ア）各学校において、不祥事防止会議での議論を踏まえ、必要な取組を実施 

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
 各学校で「教員による子どもへの性加害について考える～子どもを守るためにすべきこと～」を
活用した研修等を実施した。（令和 4 年 3 月 28 日付け通知にて、各学校へ研修等での
動画の活用を依頼） 
 文部科学省作成動画の活用については、方策２にて記載の内容と同様 

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
行政事務調査の校長面談の際に、ＳＮＳの利用禁止や教科準備室の使用状況等に係る

ヒアリングを実施し、必要に応じて改善を依頼した。 
各学校に対して遵守状況に係るアンケートを実施し、各学校における留意事項の徹底が浸

透していることを確認した。 
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（イ）教職員等からの提案や意見を受け付ける体制について、各学校の取組を情

報収集し、取組事例の情報提供を実施 

 

 

 

 

（３）教職員を組織的にサポートする体制づくり 

ア 同僚性の醸成に向けた組織的な支援・相談体制の充実【拡充】…〔方策６〕 

初任者等が業務上の課題やストレス等を抱え込まないよう、初任者指導員や管

理職が連携し、組織的な支援・相談体制の充実を図った。 

実施に当たっては、各学校の取組を情報共有するなど、学校間でのより一層の

連携を図った。 

■実施内容 

（ア）各学校において、若手教員等に対する組織的な支援、相談のための取組例

（①相談者の指定等、②校内組織の設置等、③若手教員を対象とした研修会

の活用等）のうちから、各学校の実情に応じて選択し、実施 

（イ）各学校の取組事例の更なる収集を図り、不祥事防止ポータル等を活用した

より多くの取組事例の情報提供を実施 

 

 

 

 

 

（４）再発（未然）防止を目的とした専門家との積極的な連携 

ア 臨床心理士等による個別事案の分析等【拡充】…〔方策７〕 

わいせつ事案のうち、発生原因が不明な事案や詳細な心理分析を要する事案に

ついて、行為者に対し臨床心理士等による面談（ヒアリング）を実施し、不祥事

に至る背景、経緯等を聴取し、専門的な見地から原因分析や再発防止対策等につ

いて報告を受け、再発防止の取組に反映する。（Ｒ４年度は面談（ヒアリング）が

可能な対象者がいなかったため実績なし） 

■実施内容 

（ア）不祥事を起こした行為者に対し、臨床心理士等の専門家による面談（ただ

し、行為者の承諾が必要）を実施 

（イ） 引き続き面談を重ね、行為者の行動心理等の更なる分析を図り、専門家の

意見等を踏まえた具体の再発防止策等を検討し、今後の取組に反映 

 

イ 「自分を見つめるチェックシート」の作成・活用【継続】…〔方策８〕 

専門家の意見等を踏まえて、教職員の心理状況を客観的に分析できるような質

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
各学校に対して取組状況に係るアンケート調査を実施し、不祥事防止ポータルを活用し

て取組の好事例の情報提供を実施した。 

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
各学校に対して取組状況に係るアンケート調査を実施し、不祥事防止ポータルを活用し

て取組の好事例の情報提供を実施した。 
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問事項を盛り込み作成したチェックシートを教職員に配付し、自己の内面の振り

返りに活用した。 

■実施内容 

（ア）有識者会議委員等の専門的知見を活用し、チェックシートを作成 

（イ）教職員に対するチェックシートの配付、及び教職員からの相談に対応する 

専門機関の紹介等を実施 

 

 

 

 

 

２ 臨時的任用職員等及び経験の浅い教職員による不祥事の防止（重点取組方針） 

 （１）校長等による個別面談等の実施【拡充】 

すべての教職員に対する校長からの個別面談、指導を実施し、特に臨時的任用 

職員等及び採用５年以内の経験の浅い職員に対しては、不祥事防止の意識を醸成 

させるための指導を徹底して行った。 

また、管理職は、職場で教職員が孤立することがないように日常的に声掛けを 

行った。 

■実施内容 

教職員（臨時的任用職員を含む）の状況を把握する機会を増やすため、年間３ 

回以上の面談の徹底 

 

 

 

 

 

（２）研修等の実施による不祥事防止の意識醸成【継続】 

ア 不祥事の具体的事例を交えた研修の実施 

総合教育センター等で実施される研修において、不祥事防止研修を実施し 

た。 

イ 啓発・点検資料や研修用映像資料等を活用しての各学校における研修・指 

導等の実施 

毎月発行している啓発・点検資料や昨年度作成した研修用映像資料を活用 

するなどして、研修、指導等を強化、徹底した。 

（３）臨時的任用職員に対する取組【拡充】 

ア 任用時における面接の実施 

登録時の面接に加え、実際の任用に際し、校長経験者等の教育局職員による 

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
「自分を見つめるチェックシート」を作成の上、各学校等へ配付し、自己の内面の振り返り

への活用を周知した。（令和４年４月 28日） 
チェックシートの配付と同時に相談先となる医療機関を紹介した。 

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
 各学校において面談機会を確保し、不祥事防止の意識醸成を図るとともに、３回以上の
面談機会が確保できなかった学校についても、日常的に声掛けなどを行い、職員の状況把
握や指導を実施した。 
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面接を実施し、教員としての資質を確認した。 

 

イ 不祥事防止研修の実施 

 教育局において、すべての臨時的任用職員に対して、教職員としての自覚を 

持たせ、不祥事防止の意識醸成を図るための研修を実施した。 

   

 

 

 

ウ 各学校における研修・指導等の実施 

臨時的任用職員向け不祥事防止リーフレット等の資料を活用するなどして、 

臨時的任用職員に対する研修、指導等を強化、徹底した。 

（４）新規採用段階における不祥事防止の意識付け【継続】 

フレッシュティーチャーズキャンプ（新規採用予定者研修）での不祥事防止 

の講話を実施した。 

（５）新規採用試験の工夫・改善【継続】 

ア 面接方法等の工夫・改善 

質問項目の見直しや、若手職員による面接に加え、教育長などの教育局幹 

部による面接の実施を取り入れるなどの工夫・改善を図った。 

イ 受験者の懲戒処分歴等の確認を徹底 

教員採用試験の提出資料に懲戒処分歴を記載する欄を設けるとともに、「官  

報情報検索ツール」を活用し、受験者の懲戒処分歴等の確認を徹底した。 

（６）教員養成段階における働きかけ【継続】 

ア 教員養成機関（大学等）へリーフレット等による情報提供 

イ かながわティーチャーズカレッジ（教員志望者向け研修）での不祥事防止 

の講話の実施 

 

３ 改善等を行うこれまでの取組 

（１）校長等による個別面談等の実施【拡充】（再掲） 

すべての教職員に対する校長からの個別面談、指導を拡充し、管理職は職 

場で教職員が孤立することがないように日常的に声掛けを行った。 

■実施内容 

教職員の状況を把握する機会を増やすため、年間３回以上の面談の徹底 

（２）職員啓発資料等の充実・活用【継続】 

不祥事防止リーフレットに、わいせつな行為等が禁止される立法趣旨や、児 

童・生徒に与える深刻な影響等について記載し、必要の都度、内容を更新。 

■実施内容 

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
 令和４年４月にすべての臨時的任用職員を対象とした研修（机上）を実施した。 
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毎月発行する啓発・点検資料に加えて、不祥事防止リーフレット等を活用し、

各学校において、全教職員を対象とした所属研修や個別面談を行った。 

（３）セクハラアンケートの活用【拡充】 

生徒及び教職員へアンケートを実施し、生徒及び教職員への意識啓発を図ると

ともに、セクハラの実態を把握し、事実確認及び被害への速やかな対応を行った。 

■実施内容 

効果的な実施時期等を検討の上、質問項目の更なる充実も図りつつ、アンケー 

トを年２回実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）児童・生徒のセクハラ等に対する意識啓発、相談体制の周知【拡充】 

児童・生徒のセクハラ等についての一層の理解とともに、性被害から自分の 

身を守ることの重要性や教職員等から不適切な行為を受けた際に相談を受け 

る体制を周知し、組織的な対応を図った。 

  ■実施内容 

ア セクハラ防止のための啓発資料及びポスターの配付（校内の担当者、連絡

先を必ず明記） 

イ セクハラ相談窓口の周知（全校集会等の機会を利用） 

ウ ＳＮＳ等を活用した多様なセクハラ相談の受付体制の整備等を検討 

エ 「生命（いのち）の安全教育」の推進（「性に関する指導の手引き（県教育 

委員会作成）」の活用等） 

（５）不祥事の背景等の情報提供及び具体的な原因分析【継続】 

懲戒処分に際して、教職員の理解のため、不祥事の具体的な背景・経緯に関 

する情報提供（綱紀保持通知の発出と併せて）を行った。 

  ■実施内容 

不祥事が発生した原因や再発防止策について、専門的な見地から分析・整理し、

県立学校長に情報提供 

（６）教職員の私物端末の適切な取扱いの再徹底【継続】 

緊急対応等やむを得ない場合を除き、私物端末による児童・生徒の撮影が禁 

止されていることを教職員に周知徹底した。 

  ■実施内容 

教職員に対し、私物端末で児童・生徒を撮影することのリスク等について周知

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
・県立学校におけるセクシュアル・ハラスメントの実態をより正確に把握するため、アンケート調査の
質問項目の見直しを行い、「令和４年度学校生活全般におけるセクシュアル・ハラスメントの実
態把握に関する調査」を実施した。 
（第１回︓７月（11月公表）、第２回︓１２月） 
・第１回の調査結果に係る不祥事防止職員啓発・点検資料（臨時号）を発行し、学校内で
の周知・指導に活用した。 
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し、学校内での撮影に係る危機管理の意識を醸成 

（７）児童・生徒とのＳＮＳ等利用の禁止の再徹底【拡充】 

近年の不祥事の多くがＳＮＳ等の利用を端緒として発生している状況に鑑 

み、教職員と児童・生徒とのＳＮＳ等利用の禁止の徹底等のルールについて、 

改めて各学校へ通知するとともに、通知に基づく研修を行いＳＮＳ等の特性や 

危険性の更なる周知を図るなど、全教職員へ再徹底した。 

（８）児童・生徒の連絡先の適正な取得・管理方法の再徹底【拡充】 

平成 28年４月 26日付け通知（高校教育課長、特別支援教育課長）で示した、 

「児童・生徒の携帯電話番号・電子メールアドレスの適切な収集及び連絡方法に 

ついて」のルールを改めて確認・徹底した。 

教育指導の目的で児童・生徒の連絡先（携帯電話番号・電子メールアドレス）

を収集・管理する必要がある場合であっても、私的な連絡は禁止されていること

を周知徹底した。 

また、児童・生徒及び保護者等に対しても、教職員との適正な連絡ルールにつ

いて定期的に周知した。 

（９）教科準備室等の適切な利用【継続】 

教科準備室における自校女子生徒への不祥事の発生を踏まえ、その適切な利 

用について、次の対策を再徹底した。 

ア 教科準備室等の密室化の防止（室内の様子が廊下から確認できるか）のた 

めの環境整備 

・窓ガラスに貼付しているポスター等掲示物の除去 

・窓ガラスの近接箇所に設置しているついたて・ロッカー等の移動 

イ 管理職による日常的な巡視の実施 

ウ 教科準備室等の適切な利用について、教員へ指導の再徹底 

この他、教科準備室以外にも校内で人の目が届きにくい場所・時間帯は、管理 

職が、施錠管理を徹底し、日常的な巡視を実施した。 

第２ 全体的な不祥事防止の取組 

注１ わいせつ事案根絶に資する内容も含む 

 

１ 教職員に求められる高い倫理感の保持・向上 

（１）教職員に対する研修等の充実【継続】 

ア 総合教育センターが実施する階層別研修、人権教育研修等 

イ 所属長に対する不祥事防止研修 

〇 県立学校長会議全体会での書面等による不祥事防止研修（県立学校） 

〇 教育局施設長会議での不祥事防止研修（教育機関） 

（２）職員啓発・点検資料等を通じた取組強化等【継続】 

〇 強化取組期間を指定し、全所属で計画的に不祥事防止に係る対策を実施 

〇 毎月、10個程度の点検項目と点検項目の解説等を掲載した不祥事防止職員
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啓発・点検資料を作成・配付 

〇 校長コラム及び学校現場の声（啓発点検資料等に掲載） 

 

≪令和４年度不祥事防止職員啓発・点検資料≫ 

発行 

時期 
テーマ 強化取組期間 担当 

５月 わいせつ・セクハラ行為の防止 
わいせつな行為・セク

ハラ防止（通年） 

行政課 

６月 定期試験・成績処理の事故防止 
高校教育課、行

政課 

７月 体罰、不適切な指導の防止 

 

体罰・不適切な指

導の防止 

特別支援教育

課、行政課 

８月 服務規律の遵守 
教職員企画課、

行政課 

９月 
個人情報の適切な取扱い、情報セキュ

リティ 

個人情報の適切

な取扱い・情報セ

キュリティ 

総務室、行政課 

10月 適切な私費会計の取扱い 財務課、行政課 

11月 飲酒運転の根絶 交通事故・交通違

反の防止 

行政課 

12月 入学者選抜の事故防止 
高校教育課、行

政課 

１月 職場のハラスメントの防止 コンプライアン

ス意識の醸成 

総務室、教職員

人事課、行政課 

２月 コンプライアンス意識の醸成 行政課 

３月 
風通しの良い職場づくり（適切な業務

執行体制の整備） 
風通しの良い職

場づくり 

行政課 

４月 児童・生徒の個人情報の取扱い 
行政課、高校教

育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）不祥事ゼロプログラムの推進【継続】 

不祥事ゼロプログラム作成方針を策定し、全所属で職員の全員参加による継続

的な不祥事防止対策の実施を推進するとともに、各所属のプログラムの作成・検

証・公表の各段階について、適切な実施・運用がされているか確認した。 

ア 必須課題の設定 

各所属における実情に応じて、必ず課題として抽出すべき課題（必須課題）

を設定し、不祥事防止研修の実施を徹底した。 

イ 内部統制制度の導入に伴う実施方法の見直し 

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
 不祥事防止職員啓発点検資料について、上記の年間計画に記載のテーマのほか、臨時号と
して、次のとおり啓発資料を作成し、職員の不祥事防止の意識啓発を図った。 
【臨時号】 
① 令和４年度セクハラアンケート（第１回）調査結果（令和４年１２月） 
② 自家用自動車への児童・生徒等の同乗について（令和４年１２月） 
③ 内部統制制度について（令和４年１２月） 
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各所属の不祥事ゼロプログラムに内部統制に係る取組を位置づけ、財務会計、

施設管理、ＩＣＴ推進関係の取組状況を点検、報告した。 

 

 

 

 

（４）効果的な所属研修の実施【継続】 

各所属の実情に応じた課題について、年間計画を立てて継続的に所属研修を実

施した。 

   

 

 

 

 

 

 

「新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた県の基本方針」を踏まえ所属

研修等の実施については、研修資料等を所属ポータルサイトや電子メール等を活

用して周知するなど、各所属の実情に応じて、柔軟に対応した。 

（５）教育委員会ネットワーク等を活用した教職員一人ひとりへの直接的な働きかけ

【継続】 

不祥事防止の取組の主体であることを一人ひとりの教職員が認識できるよう 

に、教職員がアクセス可能なネットワークを通じて、啓発資料、メッセージ、綱 

紀保持通知などを発信し、教職員一人ひとりに直接的な働きかけを行った。 

≪発信事項≫ 

・不祥事・事故の発生状況等 

・綱紀保持通知、各種啓発資料等 

・教育長等メッセージ（動画の配信、業務用メールで個別に各教員に送信） 

 

２ 不祥事防止のための校内の環境（ルールや施設環境）の整備 

（１）行政事務調査・指導等の実施【継続】 

教育局職員が、学校等の所属を巡回するなど、行政事務調査、財務事務調査指

導を工夫しながら引き続き実施し、適正な事務執行について調査・指導を行った。 

・ 校長へのヒアリングや、わいせつ事案防止の取組の遵守や教科準備室等の現

地の状況を直接確認し、改善を要する事項等について確認・指導を実施 

・ 不祥事が発生した所属について、校長等に不祥事防止の取組の実施状況の確

認・指導等を実施 

・ 事故発生学校を関係所属職員が訪問し、原因・再発防止等について意見を聴

≪所属研修実施の基本ルール≫ 

① 不祥事ゼロプログラムの必須課題をテーマとする所属研修を必ず実施 

② 全所属において、職場の不祥事リスクについて具体的な業務・手続を想定しなが

らグループ討議を行うなど、一人ひとりの教職員が主体的に考えるような形態で所

属研修を実施 

③ 臨時的任用職員、会計年度任用職員、再任用職員等を含む全教職員を対象に丁寧

な所属研修を実施（研修の欠席者等には個別に対応する。） 

④ 外部講師による研修など、第三者からの視点を踏まえた所属研修を実施 

≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
 令和３年度事務に係る内部統制の評価作業を実施し、評価報告書を作成の上、公表
した。（令和４年 11月 25日） 
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取し、必要な指導とともに聴取結果を啓発資料や研修で活用 

３ 教職員を組織的にサポートする体制づくり 

（１）教職員アンケートの継続的な実施【継続】 

職場におけるハラスメントの実態や教職員の意識の変化等を確認し、必要な対

策を講じるため、教職員アンケートを引き続き実施した。 

（２）相談窓口の周知【継続】 

教職員が相談できずに一人で悩みを抱え込むことがないように、啓発資料等を

通じて相談窓口を広く周知した。 

  

４ 学校現場に特有の不祥事、公務上発生する不祥事の防止 

（１）体罰及び不適切な行為（指導）の防止【継続】 

児童・生徒に対する体罰及び暴言・威迫・無視等の不適切な行為は決して許さ

れない行為であり、各学校では、生徒指導や部活動において、次のとおり、体罰

等を認めない学校風土づくりに努めた。 

ア 体罰等の未然防止のための環境整備 

    ①複数の教員間で相互チェックが働く体制の整備 

    ②管理職による校内の定期的な巡視 

    ③児童・生徒へ校内における相談窓口の周知 

イ 体罰防止リーフレットの活用の促進 

「体罰防止ガイドライン」のエッセンスを抜粋し、過去の事例を掲載した体

罰防止リーフレットを各所属における研修で活用した。 

ウ 人権教育研修を実施 

児童・生徒の人権を尊重した指導及び教員の指導力の向上のため、教職員の

人権感覚を高める研修を実施（管理職以外の教員からも募集）した。 

（２）定期試験、成績処理、進路関係、入学者選抜等に係る不適切な事務処理の防止 

【継続】 

各学校では、マニュアルや点検体制が定められているにもかかわらず、不適切

な事務処理が行われる事案が発生していることから、マニュアル等を厳守した適

切な事務処理の徹底を図るとともに、職員同士の相互チェック機能の強化に組織

的に取り組んだ。 

（３）児童・生徒に係る個人情報を扱う際のルールと意識の再徹底【継続】 

学校では日常的に様々な形態で個人情報を扱っていることを改めて教職員に意

識させ、ルールを確認し、個人情報の紛失・誤廃棄、誤配付・誤送信などの事案

の未然防止に努めた。 

（４）不適切な公金等の取扱いの防止【継続】 

旅費及び諸手当の受給、学校における物品管理、現金等の取扱いなどについて、

適切な管理を徹底し、不祥事の未然防止に努めた。 
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５ 市町村教育委員会との連携 

（１）臨時的任用職員に対する取組【継続】 

ア 臨時的任用職員の任用時における複数回の面接の実施 

小中学校の臨時的任用教員について、教育事務所により、登録及び任用時に 

おける複数回の面接を実施するとともに、各市町村教育委員会においても同様 

の取組を行い、教員としての資質を確認することを依頼した。 

イ 不祥事の具体的事例を交えた研修の実施 

教育事務所等において、不祥事防止研修を実施した。 

（２）効果的な取組に関する情報交換等【継続】 

ア 県・市町村教育委員会教育長会議（政令市を含む） 

県及び各市町村教育委員会の教育長が参加する会議において、直近の懲戒処

分の状況や不祥事防止の取組について情報交換を実施した。 

イ 県・市町村教育委員会不祥事防止協議会 

各教育事務所単位で設置した、県教育委員会と市町村教育委員会による不祥

事防止協議会において、情報交換を行い、市町村教育委員会における不祥事防

止の取組の推進を図った。（書面開催により市町村の取組状況の調査を実施） 

ウ 市町村教育委員会人事担当者向けの不祥事防止研修 

各教育事務所で開催する市町村教育委員会人事担当者向けに不祥事防止  

研修を実施した。 

（３）市町村教育委員会への働きかけ【継続】 

   市町村立学校教職員（県費負担教職員）の不祥事防止について、市町村教育委

員会と連携して取り組むため、県教育委員会の取組の情報提供等を通じて、市町

村教育委員会においても同様の取組が行われるよう働きかけを行った。 

 
≪Ｒ４年度の主な取組≫ 
・各教育事務所管内市町村教育長会議において「教育職員等による児童生徒性暴力等の
防止等に関する法律」に基づく対応を中心に不祥事防止の取組に係る協力依頼を実施した。
（Ｒ４年７月～１０月） 
・各市町村人事所管課長会議を開催し、臨時的任用職員等による不祥事防止の徹底の依
頼、「教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律及び基本的な指針」の説
明等を実施した。（Ｒ４年８月） 
・各教育事務所所管の市町村教育委員会の人事主幹課長会議にて 12 月の横須賀市教
諭の処分事案の概要を説明し再発防止のための意見交換を実施した。（Ｒ５年 1月） 


